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公益財団法人　東京YMCAにほんご学院　令和７年度自己点検・評価

5：達成している　4：ほぼ達成している　3：どちらともいえない　2：取組を検討中　1：改善が必要

１．教育の理念・目標等

 1　学校の理念・目標や育成する人材像は明確に定められているか

 2　学校の理念・目標や育成する人材像は社会のニーズに合致しているか

 3　学校の理念・目標は全教職員に周知されているか

東京YMCAの使命に基づき、教育活動を行っている。学習者中心の教育と適切な学習成果の可視化を重視し、多様な背景を

持つ学習者が主体的に学び、社会とつながる力を育成している。教育理念・目的・目標については、教職員間で共有すると

ともに、学校説明会やホームページ等を通じて国内外へ発信している。今後は、今後の制度改正にも対応した教育の質保証

をさらに推進し、教育活動の改善と情報発信の充実に継続して取り組む。

２．学校運営

 1　日本語教育機関の告示基準に適合しているか

 2　学校の理念や目標に沿った運営方針が策定されているか

 3　組織運営や意思決定システムは整備されているか

 4　人事や給与、財務管理に関する規定は整備されているか

 5　危機管理体制は整備されているか

 6　情報システム等による業務の効率化は行っているか

日本語教育機関の告示基準および関係法令に基づき、適切な学校運営を行っている。教育理念と学校方針に沿って各種規程

や運営体制を整備し、教職員間で定期的な確認と改善を実施している。教育機関として求められる内部質保証や組織的な改

善体制を意識し、教務・生活指導・募集広報等の各部門が連携して運営を行っている。また、ICTの活用による業務効率化

や情報共有を進め、安定した教育環境の維持に努めている。今後も、法令遵守と継続的改善を基盤とし、教育の質向上につ

ながる学校運営体制の強化を図る。

３．教育活動

 1　教育理念に沿った教育カリキュラムは体系的に編成されているか

 2　成績評価や進級、卒業の判定基準は明確で適切に運用されているか

 3　教員の指導力向上のための取り組みは行っているか

 4　教育カリキュラムの改善のための取り組みは行われているか

教育理念および目標に基づき、それぞれの日本語の到達目標に向けて段階的なカリキュラムを編成し、学習者の主体的な学

びを重視した教育活動を実施している。行動中心アプローチに基づくタスク活動や協働学習を取り入れ、学習者が日本語を

用いて考え、行動し、他者と関わる力を育成している。成績評価や授業改善については、学習成果の把握や授業アンケー

ト、教員間での共有を通して継続的な見直しを行っている。認定日本語教育機関制度を踏まえ、教育課程の点検・改善や教

員研修の充実を進め、学習成果をより適切に可視化できる教育体制の整備に引き続き取り組む。
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学習者の出席状況、成績、JLPT・EJU等の試験結果を適切に記録・管理し、学習成果の把握に努めている。これらのデータ

をもとに、学習上の課題分析や進路指導、授業改善に活用している。また、定期的な面談を通して学習者一人ひとりの目標

や課題を確認し、主体的な学びと進路形成を支援している。卒業後の進学・就職状況についても継続的に把握し、教育成果

の検証に活用している。今後は、認定日本語教育機関として求められる学習成果の可視化や自己評価体制の充実を図り、よ

り効果的な教育改善につなげていく。

学習者が安心して学び生活できるよう、学習面・生活面の相談体制を整備している。入学時オリエンテーションや定期的な

面談を通して、日本での生活ルールや健康管理、防災・防犯、アルバイトに関する注意事項等について定期的に指導を行っ

ている。また、多文化共生の視点を重視し、学習者同士や地域社会との交流機会を設けることで、社会の一員として主体的

に生活する力の育成を支援している。必要に応じて外部機関とも連携しながら、学習者の安全と心身の健康維持に努めてい

る。今後も、認定日本語教育機関として求められる支援体制の充実を図り、多様な学習者に対応した支援の強化に取り組

む。

施設・設備については、安全管理および衛生管理を適切に行い、学習者が安心して学べる教育環境の維持に努めている。

ICT機器やオンライン教材等を活用し、対面・オンライン双方に対応した学習環境の整備を進めている。また、東京YMCA

グループのネットワークを活かし、地域活動やボランティア活動への参加機会を提供することで、教室外でも学びを深めら

れる環境づくりを行っている。今後は、認定日本語教育機関制度に対応した教育環境整備を継続し、学習者の多様な学習

ニーズに応えられる環境の充実を図る。

 4　卒業後の進路を把握しているか

５．生徒支援

 1　学習や生活等の相談に対する支援体制は整備されているか

 2　日本社会を理解し適応するための指導を行っているか

 3　防災や緊急時における避難体制が整備されているか

 4　入管法上の留意点の指導や犯罪に係る防止教育は行っているか

６．教育環境

 1　施設・設備が安全、適切に整備されているか

 2　使用教材は適切であるか

７．入学者の募集

 1　入学者の募集活動、入学選考は適切に行っているか

４．学修成果

 1　入学から修了、卒業までの学習成績を記録し、適切に管理しているか

 2　学生の理解度、到達度の測定と評価を適切に行っているか

 3　進路が決定するまでの指導は適切に行っているか
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募集活動においては、教育理念や教育内容、学費、進路実績等について適切かつ正確な情報提供を行っている。海外の教育

機関や留学エージェントとも連携し、オンライン説明会や個別相談等を通して、本校の教育方針や学習環境について理解を

深めてもらうよう努めている。認定日本語教育機関制度を踏まえ、学習者受入れにおける適切な選考と情報公開を重視し、

透明性のある募集活動を実施している。また、多様な背景を持つ学習者が安心して学べる環境についても積極的に発信して

いる。今後も、教育の質と学校の特色を適切に伝える広報活動の充実を図る。

１０．地域貢献・社会貢献

 1　学生へボランティア活動の推奨、支援を行っているか

 2　学校の資源・施設を活用した地域貢献・社会貢献を行っているか

 2　入学金、授業料その他の納付金は適切であるか

 3　募集活動において、学校情報を正しく伝えているか

８．財務

１　中長期的な財政基盤は安定しているか

 2　予算・収支計画は妥当であるか

 3　関係各省庁への報告、届出を行っているか

 4　自己点検・評価を公開しているか

中長期的な視点に立った安定的な財務運営に努めている。予算編成および執行については、東京YMCA本部財務部と連携し

ながら適切な管理体制のもとで運営を行い、監査等を通して透明性の確保を図っている。また、教育活動の継続的な改善と

学習環境整備に必要な資源を適切に配分し、安定した学校運営を維持している。今後の制度改正への対応に伴う教育体制整

備についても計画的に進めている。今後も、社会的責任を果たしながら、持続可能な学校運営を支える財務基盤の維持・強

化に努める。

日本語教育機関の告示基準および関係法令を遵守し、適正な学校運営に努めている。個人情報保護や在留管理については、

教職員間で情報共有を行い、適切な管理体制を整備している。また、各種規程や届出事項について定期的な確認を行い、法

令改正等にも適切に対応している。自己点検・評価結果については、ホームページ等を通じて公開し、学校運営の透明性確

保に努めている。今後も、日本語教育機関としての社会的責任を踏まえ、法令遵守意識の向上と継続的な改善体制の強化に

取り組む。

 3　会計監査が適切に行われているか

９．法令遵守

 1　各種法令等を遵守し、適切な運営がされているか

 2　個人情報保護の取り組みは行われているか



東京YMCAの理念に基づき、地域社会や多文化共生社会とのつながりを重視した教育活動を行っている。地域交流活動やボ

ランティア活動、日本人との交流機会を通して、学習者が社会の一員として主体的に行動する力を育成している。また、教

室内外での学びを通じて、多様な価値観を理解し、相互に認め合う姿勢を育てている。地域社会との連携を深めながら、日

本語教育を通した社会貢献の充実に努めている。今後も、地域との協働や国際交流活動を推進し、多文化共生社会の実現に

寄与する教育活動を継続していく。


